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When the train schedules are disrupted or an accident occurs, the transportation dispatchers decide to arrange the many trains 

trallic or to slow down・ many trains. At this time the transportation dispatchers command the drivers or conductors to do these 

arrangements with the operating notice cards made by the station stalls. But the transportation dispatchers and the station staffs 

could take some troubles in these methods. so we are developing the system to transmit the order of the operating notice cards 

from transportation dispatchers to drivers or conductors by the data communication technologies. We expect this system will 

improve the operations of the traffic control center. 
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1.はじめに

自然災害や事故が発生 したとき， 飾送指令員は乗務員

に対して，徐行運転や駅の発着番線の変更などの指示を

行う．それら変更事項の指示を運転通告といい，輸送指

令旦から乗務員に迅速且つ正確に伝j達する必＇災がある．

現状の迎転通告は，次の方法に依っている．

①輸送指令且から指示を受けた駅社且が変更内容を「運

転通告券」に記入して乗務員に手渡す．

②緊急性があり止むを1かないときは，輸送指令員が列車
無線を使）［Iして乗務員に列車を1卒止させたのち，変更

・ 内容を口頭で伝達する．

これらばいずれも人手に頼る方法であり，多大な時間と

労力を吸している．また，運転通告券の作成ミスや伝逹

湘れな どのヒューマンエラーも発生している．

このため当社では， 輸送指令員からの指示を人手に頼

らず乗務員へ直接伝送することで作業負担の軽減と安全

性向上を図る「運転通告伝送・ンステム」の開発に取り組

んでし、る．

2. データ伝送するために

運転通告券を指令から列車に直接送るためには，通告

市象の該当箇所と各列車の走行位骰との位骰関係を把据

し，例えば徐行箇所通過後に通告することがないよう，

通告対象列車を抽出することが必要である．また，通告

対象列市の列,n:番号とJII載端末 ID(IPアドレス）の把握
も必要である．

そこで運行符理システムや PRC．ンステム咋からダイ

ヤ梢報や列市(V.irt情報を取褐できるか否かにより，「中
央主体式」l'及ぴ「Ill上主体式Jの 2クイフの運転通告

伝送、ンステムを開発することにした．

3.中央主体式運転通告伝送システム

運行管理・ンステムや PRC 、ンステム等からダイヤ惜報

や列車位t?t梢報を取得できる線区については，各列車の

迎1伝区間と列車位骰の惰報から辿告対象列車を抽出し，

迎転整理の情報から運転通告券を自動で作成する．

3. 1システムの構成

通告券サーバ，指令11しll装似，車上側装骰からなる．

辿告券サーパはシステムの中心となる装置であり ，運

行管理ヽンステムからダイヤ惜報・迎転撒理梢報 ・列車位

骰梢報を受信し，連転通告券の自動作成や通告対象列車

の走行位置追跡を行う ．また車上側装置の IPアドレスを

データベース管理する．

指令側装置は迎転通告券の作成 ・送佑や伝送状況の監

視を行う ．

車上側装i凶は運転通告券(/)受信 ・表示や印刷を行う ．

通岩券サーバと車上側装置とは携帯屯、活のパケッ ト通信

網を使月lしている．
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Fig. I Centralized System to transmit operating notice cards 
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3. 2システムの機能
3. 2. 1運転通告券作成機能

輸送指令員が指令側装置(})111ti1uiJ：：で通告内容に応じた

文而フォーマットを選択し，マウスとキーボードを使川

して通告内容を人））する方法を甚本としている．

このときの手入力による運転辿告券文面i(/)作成ミ人を

防止するため，指令tJ.が迎行管.E'I！システム岬に人力 した
運転整理枯報を通告券サーパで受信し， それをJ＆に 191動

作成する機能をイJしてし、る．

3.2.2通告対象列車の自動抽出機能

大雨などによる徐行運転や踏切のしゃ断かん折損の梢

報などは，当該区間を運転する全ての列車に対し11（Ii尖に

辿岩する必要がある．

通砦対象列車の見浴としを防ll：するため，運行管理シ

ステムから受はしたダイヤ情報を店に当該区間を運転す

る全て(/)列車を 191動抽出し，運転通告券を伝送する機能

を1)甘発してし、る．列車(})抽出にあたっては 1こド線別，さ

らに複々線区間につし、ては各線路別に列車を柑l出するこ

とができる．

3.2.3運転通告券送信タイミング制御機能

徐行I~間 を「A 駅～B 駅間」と指走した場合，辿告券

サーパは A 駅から 3 駅手前までを「通告エリア」， A 剪,~

から 1駅手前までを「辟報エリア」と設定する，

印印．I！i1

通；,.'-り \— 
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Fig.2 Transmission area of operating notice cards 

通告券サーバは運行符理システムから受信した列車位

骰情報を甚に通告対象列車を追跡し，通告エリアに進入

した時点で迎転通告券データの送いを開始する．

このとき通告が完了していない列車が徐行区間に進入

するのを防ぐため，輸送指令員はA駅の出発信号機を停

止現示としておく．なお，通告開始時に既に徐行区間を

走行している列車については従来通り輸送指令員が列Ili

無線を使って口頭で通告する．

3.2.4運転通告券伝送状況監視・警轄機能

通告券サーバは通告対象列車への運転通告券の伝送状

況ついて監視し，伝送に失敗した場合は伝送完了するま

でリトライを行う． また乗務はが遥l伝通告券を受領し，

「了解」操作を行ったかについても監視する．

これらの状況は指令側抜協に リアルタ イムに表示され，

輸送指令員は指令9Jlll装骰の表示で辿告対象列車への運転

通告券伝送完了を確認した後， A駅の出発信号機を進行

現示とする．

通告対象列車への運転辿告券の伝送に失敗している状

態や，乗務員が了解操作を行っていない状態のまま通告

対象列車が弊報エリアに進人 した場合， 指令illll装骰は柚

送指令員に対 し注意喚起の表示を行う ．

さらに万ー，運転辿告券の伝送が完了しない状態のま

ま通告対象列車が徐行区間に進入した場合，指令9Jul装附

は楠送指令員に対し列車無線で状況を確認するよう悴告

をtiう．
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Fig. 3. Monitor of transmission states 

3.3試験結果 ・評価

聞発 したフロトタイフ機を）11いて，東iig道 ・山陽本線
（米原～tu生Jnl),、ltl造本線（米）原～近江塩津I::l），湖西
線（山科～近江塩沖l:il），福知山線（）山崎～新=.UII:il),

赤穂線（相生～捕州赤穂I:il)で試験を行った．

因 ー ．．．，危

•り

出

Fig.4 Testing machine of System to transmit operating notice 
cards 

試験の結果，運転辿告券伝送の成功率は何れの線区に

おいても 100％であった．なお，ダイヤ乱れに伴い列車

の特発が行われ，)11)一列車番サの列車が 2列車発生した

ときにも，指令側から2列車を区別して通告できる』liが
確認できた．

なお，連転通告券を指令側装置から！If上側装置へ伝送

する(/)に，トンネル付近の箇所で 10秒近く要する場合が

あったものの，辿常は数秒程度であった．

また，遥LK遥告券送伯タイ ミング制御についても 3駅

手前で迎II伝辿告券を伝送する1ドが確認できた．

以上のことから，述転辿告伝送の確夷性，速達性が慨

ね検証できたものと考えている．

4.車上主体式運転通告伝送システム

運行管理システムや PRC システムは当社管内すべて

に導入されているわけでなく，また，述行管理システム

や PRC システムが導入されていてもダイヤ惜報や列車

位置情報を他のシステムに伝送するための改修に，膨大

な経投 ・エ期が必要なシステム仕様の線区が存在する．

さらに CTC化されていない線区については指令で詳細

な列屯位骰梢報を人手できない．このようなサ｝合， 指令

から列車を特定して自 動的にデータ伝送するのは困難で

ある．

そこで，列車自 らが走行位iiItを認識し，指令へ辿転通

告がないか自動的に問い合わせ，受領する機能をllfl発す
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ることにした．以ドば,.,,i?;',:(/) 1| i央i:.i4り心と・i1しなるj直i,.;i1ill 
御部分を中心に紹介する．

4. 1動作原理
前・/料で紹介した指令からダll1ドを特屯して辿1伝叫＇f券デ

ータを送f,．；する）i法がとれなし、線区でば列,1i:が；liIliit1l駅

に近づく都度， 9‘1分宛て(})辿転j彫＇t 1ドがイ4・るか無いかを

辿街11'サーバに団lし、合せる方法を とることとした．制御

駅手前で1叩ヽ合わせる理）lllt，通f,¥異常などにより迎転

通告券(/)デー タ伝送ができなかった均合でも列II[(})出発

を抑止でさるため、列車が辿店を受けなしヽまま辿告対象

区間に進人する ことを防ぐことができるからである．

列車が11らの走行位置を把捉し制御釈に近づいている

ことを判走するためには，＇ Ii輪の回転放からn：出する）j
法や GPSを測位する等の方法が考えられる．

4.2システムの構成
指令illll装置，車上側装附，乗務員区所illll装骰からなる．

指令側装侶は指令システム及び指令（または駅）端末

で構成される．指令、ンステムは通告処理情報の符理，各

装骰からの要求受付や対応処理，基礎梢報の竹理を行い，

指令端末は指令システム．と接続し，迎転通告券・(/)作成・

送佑，通告状況の表示，通{hli0腿の111nなどを行う ．CTC
化されていない線区では駅端末を設附する．！9)｛端未ば指

令端末と同様の機能を(liiえるが，自駅に関係する事柄(/)

みに限迫・して操作できる．ハードウェアとしてサーバと

ノー トハソコンを使用してし、る．

乗務は1文所側装ii'lは車J•. fllll装附にて指令illlI装置へ（立ii梵

を通知する地点情報（車＿l：：山騒礎情報）を生成し，車上illII

装i性の，記録部へ1―I~ き 出す．なお， ＇li l-.J店礎情報(/)作成支
援に今1111GIS (Geographic Information System :地理梢報
システム）を利lllした．ハードウェアと してノートハソ

コンを使Illしている．

車上fJlll装置ぱ GPS部と）Ii．載端A設とフリンタで構成さ

れる．今IIIl(/)|}f1発では列車が位置を把梱する手段として，
，1[両側の改造工市が少な くなる GPS を測位する方法を

採用し，受伯装置には運転七支援・ンステム (GPSTrain 

Navi) ~ ) を活用した ． 屯載端末は指令fllll装f,Yi:への運転

通告有無の問い合わせ，運転通告券の受信・表示などを

行う． 1li．載端末と指令システムとぱ携，：加荘話(/)ハケット

通伯網で接続している ． ハー ドウ ェアと して迎転—J:支援

システム，ノートハソコン， モパイルプリンクを使用し

てし、る．
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Fig.5 System utilizing GPS to transmit operating notice 

cards 

4. 3システムの機能
中央主体式と異なる点ぱ，指令で列車の列 Ili位骰梢報

を取得できないことから，指令側で辿告対象列IIIの自動

抽出を行うのでばなく，列叩JI.II が自分宛の通{’;•イi無を確

認する こと ，指令illljで運転辿店券発行(/)タイミングを制

御するのでばなく ，列車fJlllに千め設定している問い合わ

せ条件と 一致した時のみ受l,ー：することである．指令illll装

散と中'.l・.filll装'i:','.と(/)辿i,l・（J:.,中央i:94i式におし、て（お巫II伝
辿；if・作が発行される とき(/)1刃が枯本である(/)に対して，

小：上i:94；式におし、て（ま述転辿告券発行に関わらず必ずltl
合せ(/)度に接続することになるため伝送するデータの累

偵総hしば多くなる．
4.3. 1列車情輯登録機能

釆務l1ぱ乗務I}り始時， ’|,:,-. flしll装骰に列ー1|ih'i報（列車番
サ，線1メ，線路（ I・.り・ドり），乗務は種別（連転士 ・車

．，tの区別），乗務I)り始駅）を人力する．入｝J後， GPS受

9, i•版を lIl し、た位岡把梱及び辿告券サーバヘの通侍有無の

間い合わせを1}廿始する．
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Fig.6 Registration of information of the train 

4. 3.2運転通告券作成機能
輸送指令員が指令端末の両面」ー．で辿告内容に応じた文

而フォーマッ トを選択し，マウス とキーボードを使用し

て通告内容を入力する．

比較的発行する頻度の，i:iい通告内容については，予め

テンフレー トとして保存し呼び出すこ とができる機能や，

過去に作成した運転通告券の内容をコピーして新たな運

転通告券として発行できる機能を打している．

偉行・遺農割戴（畳餞）
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Fig. 7 Editor of operating notice cards 

4. 3. 3運転通告券受信機能
乗務且が乗務llfl始時に列車ti『報を屯載端末に人力する

と， GPS受信機 を）rIいた位置把捉と指令システムヘ通告
布無のItlい合わせを開始する．
GPS部は走行(,'f.i代を認識して車載端末へ列T|I位骰ti','報

を送信する．屯栽端末は列車位置情報と車上基閥惜報を

照合し， ）＇・め定め られた1lilい合わせ条件（地、＇はまたは周

期） と一致した ときに， 指令システムに対して列車番サ

や運転辿代券発行対象駅（次に接近する制御駅）などの

情報を送9,tする．そ して(I列市に該当する運転通告券が

発行されていればそれを受（』して通街内容をJむ示する．

なお， 述転通告券はフリンタで印刷できる．
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Fig.8 Process of System utilizing GPS lo trn11s1111t 
operating notice cards 
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Fig.9 Indication on operating notice card 

問い合わせの条件ぱ(T必：に設定でさるが．／i＇|n|ば次(/)

ように設定した．

B~C駅間での運転辿告(/)布無を1t1い合わせる場合
①述転辿告券発行対匁駅 (B翡R)(/) Jつ手前の制御駅 (A

釈）出発後ホーム終端から 50111先(/)地点

②運転j直告券発行対象駅 (B駅）到着前 2000111から到杓

まで(/)20秒周期

B駅～C駅に間する運転過告有縄の問い合わせ

Fig. IO Call area of operating notice cards 

駅間でr:ilい合わせ条件を複放設定した理lhは，データ
伝送に悦幣屯話網を利用するため，通詔が9んがらないと

きには地点を変えて再接続を試みることで，通（，i接続の

確実性が邸まると 考えたからである．

また，携堺咀話網を利IIIした迪{,;;において，網側と耕；

帯端末機器側の問にて通は状態の不救合により通佑が不

通となる可能性がある．この通伯不良の未然防止 ・,n:後

対策として通信状態不整合監視処理を行っている．具体

的な対策は次のとおりである．

①一つの通信（通いのまとまり ）が終J’した時点にて回

線接絞を終了する．

②定期的に通佑を監視し，通信不良を認めた時点にて1い）

線接続を終了する．

4.4試験緒果・評価

開発したフロトタイプ機を1rlいて，阪和線(k.£寺～

和歌山Ilil)で試験を行った．

試験の結果，連転通告券伝送の成功rれば 100％であっ

た．但し，各枯lい合わせ条件についての失敗；各は 0.3％で

あった．エラーが発生した原因を通{,iログを分析して調

べてみると，車栽端末と指令システム1tl/J)データ伝送の
途中で何らかの原因で1nl線が途切れてしまったことが分

かった．このケースでは1司じ辿告エリア内の次のI:!1し、合

わせ条件(/)ときに伝送が成功できており， 問い合わせ条

件を複数設定した効果が確認できた．

また，述LK通M';1紅(/)介無を11¥Iし、合i)せてから受領する
までに要する時間につし、ては，Jじ々迪伯が接続されてし、

る状態でば 2~3秒，辿(,iがりJlijiされている状態でぱ 30

秒程度r災した．

伝送するデータ(/)累，iI•総址ば，通1·片<l)イI無に関わらず

辿告券サーバに1:llい合わせを行うため中央主体式に比べ

て多くなるが，使用料金は同一の定額フランの範囲内に

納まる見込みが褐られた．

以 l;(/)ことから，辿lit.1辿告伝送(/)確＇火性 ，速達性が慨

ね検証できたも(/)と考えてし、る．

Fig. I I Testing machine of System utilizing GPS to transmit 

operating notice cards 

5. 今後の取り組み

中央主体式 ・1lil-・ Kiぶ式し 、ずれ(/)システムはフロ 1、タ

イフの段l;t;tiであり，今後もユーザーにヒアリング湖代を

、共施し． l叫山itl：様構成や入力項目の改褐を行っていく ・

また， l|吐主体式については GPS部で使用してし、る迎転

七支援システムと 車載端末を統合し，例えば徐行通告を

受けた(/)ち当該箇所に近づいたときに述転上に対してi.l

意喚起を行うなど，辿転辿告(/)内容に応じた迎転士支援

を可能にする予定である．

これらの改良 ・濶究 ・試験によって本システム(/)評価

を行い，問題点を改修することでシステムの完成1父を邸

め， 晶期の実川化を目指しにし とヽ考えてしヽる．
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